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大樹高校入学者数市町村別実績

町村名 区分 R4 R5 R6

大樹町

中学卒業数 44 44 47

地元進学率 34.1%45.5% 40.4%

高校入学者 15 20 19
忠類地
区

高校入学者

4 3 1

更別村 2 4 1
中札内
村 4 5 3

広尾町 1 1 0
その他 1 0 1

大樹高校入学者計 27
（現３学年）

33
（現２学年）

25
（現１学年）

クラス
数

3年 1 1 1
2年 1 1 1
1年 1 1 1

1　北海道大樹高等学校の基本情報

大樹町にある創立76年の唯一の高校　　　　

大樹町について
人口：5,307人（令和6年7月現在）
位置：東は太平洋、西は日高山脈に接し、
　　　　中央部は広大な十勝平野
アクセス：帯広空港から車で40分程度
　　　　　　帯広市から車で50分程度
産業：
　　○農業中心に漁業、林業を基幹産業とし
　　　て発展
　　○1980年代から、官民一体となって「宇宙
　　　のまちづくり」を推進
　　　・町内の「北海道スペースポート（HOSPO）」
　　　で、ＪＡＸＡをはじめとして、民間企業や大
　　　学等により様々な実験が実施
　　　・宇宙の総合インフラ会社のインターステ
　　　 ラテクノロジーズなど企業が立地　　

町内の「北海道スペースポート
（HOSPO）」

道の駅に展示されている民間初の
打上げに成功したﾛｹｯﾄＭＯＭＯ

国道沿い設置の「北海道大樹高等学校
活性化推進協議会」による看板

歴船川清流祭
で活躍した大樹
町キャラクター
「コスピー」



令和６年度（2024年度）の指導上の重点目標

１　「共生」と「共創」の実現を目指し、地域と協働した学校づくりを推進する。
２　 実効的なＰＤＣＡサイクルを踏まえた教育活動及び主体的・対話的で深い学びのある授業により、自ら考え、主体的に取り組む
　生徒の育成に努める。

室蘭工業大学・JAXA・JICAな
ど

恵まれた豊かな自然と最新の航空
宇宙産業を誘致した町づくり

町議会、役場、教育委員会、大樹
高校振興会、大樹高校活性化推進
協議会・ワーキンググループ、学
校運営協議会、小中高管理職連絡
会議、小中高連携教育推進委員会
など

インターステラテクノロジズ、大
樹町商工会、地域農業関係者、漁
業関係者、観光関係者、地域おこ
し協力隊、社会福祉協議会などコ

ン
ソ
ー
シ
ア
ム

大樹町
参画

☆進学講習等
☆就職面接指導等
☆スタディサプリ

支援

支援

ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ

2　特色ある教育内容①　概要



2　特色ある教育内容②-1　「総合的な探究の時間」と学校設定科目「地域デザイン」概要



2　特色ある教育内容②-2　「総合的な探究の時間」と学校設定科目「地域デザイン」全体計画



2　特色ある教育内容③　探究学習の実践例



(1)　校内体制の整備
　　○　地域探究委員会（委員長の教諭、教頭、教務部長、進路指導主任、
　　　コーディネーター）を中心とした企画・運営により、一貫性・継続性を担保
　　　・教諭1名が担当する2つ程度のグループを決め進行を見守り　　　
　　　・地域探究委員会と該当学年が、実施前・実施後、打合せを繰り返しなが
　　　　ら進行
(2) 教員間での一致した指導方針の元で指導　　
　　○　コーチングマニュアルの作成・共有
　　○　発表会をうまくまとめるためではなく、課題を
　　　発見する力など育成すべき資質・能力を身に付
　　　けさせるために伴走型の支援を実施　
　　　・生徒が自発的に探究できる課題発見を重視
　　　・多くの時間をかける必要性
(3)　振り返りの時間の確保
　　○　ICTを使った相互評価や紙のワークシートでの振り返りの蓄積

2　特色ある教育内容④　生徒の学ぶ意欲を持続させるための工夫



(1)　スクール・ポリシーと結び付けた計画などの作成
　　○　スクール・ポリシーである「共生」「共創」に基づい
　　　た「総合的な探究の時間」の計画及びマニュアルの
　　　作成
　　○　「共生」「共創」に基づいた各教科の単元配列表
　　　の作成（教科別、ﾃｰﾏ別）
　　

　　

2　特色ある教育内容⑤　継続的な教科横断のための工夫



(1)　新学科に対する町民の誤解が生じたこと
　　　　「宇宙に特化した学校になる」「大学進学できなくなる」など、町民の
　　　誤解が生じた
　　（対応）○　道教育委員会、町教育委員会と連携した新学科説明会の実施
　　　　　 　○　近隣中学校への説明の繰り返し
　　　　　 　○　学校案内パンフレットの工夫
　　　　　 　○　新聞の折り込み広告などの活用など広報活動の推進
(2)  入学者数の伸び悩み
　　 地元中学校から、通学可能な私立高校への進学者数が増加
　　（対応）○　町と連携して道外からの入学生の募集
　　　　　　　　活動を開始
　　　　　　 ○　更なる学校の魅力化の推進
　　　　　　 　 ・大樹町の資源「宇宙」を活用し
　　　　　　　　 た活動の場の設置

3　新学科設置に際して苦労・工夫したこと

大樹町清流祭における宇宙の総
合インフラ会社インターステラテク
ノロジーズのブースの手伝い



(1)　取組継続にかかる費用の確保
　　○　特に、コーディネーターの費用について、学校から道や町への継続
　　　的な働きかけ
　　○　町から道教委への働きかけの継続
(2)  組織的な取組の構築・推進　　
　　○　これまで培ってきた探究学習の取組が継続・発展するように委員会や
　　　分掌を中心とした運営体制の構築
　　○　普通教科・科目においても探究的な学びなど授業改善が進むよう分掌
　　　を中心とした研修会の計画的・継続的な実施
　　○　本校で働きたい教員の確保
　　　　・道教委の教員に関するマッチング事業の活用
　　　　・働きやすく、やりがいを感じられる職場づくり
(3)  町との連携の継続・発展
　　○　大樹町活性化推進協議会ワーキンググループを中心とした連携

4　指定終了後の取組の継続について


